


海坂藩士・成井朔之助が受けた藩命は、親友の佐久間森衛を討つこと。藩政を痛烈に批判して脱藩した佐久間

への裁きだったO 民を想って正論を訴えた友を斬らねばならぬのか一一朔之助の心は揺れた。しかも佐久間は、

妹・田鶴の夫。田鶴は武士の妻として、手向かってくるに違いなし、。妹を斬ってで、も主命に従えと諭す父に、涙を

流す母。妻は夫の身を案じながらも、気丈に振る舞う。

翌朝、朔之助は田鶴への想いを秘めた奉公人・新蔵を連れ旅立つ。二人の隠れ家は、兄妹と新蔵が幼い頃に

遊んだような、小J II の辺にあったO 遂に向き合う朔之助と佐久間。義と情の狭間で揺れ動きながらも背すじを伸ば

して運命を受け入れようとする人間たちの「想いj の物語が、今、誕生する。


